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室 
◆令超3年度　あ少がとうござい芳した柵軒－≠柵
いよいよ今週の17日（木）に卒業証書授与式、18日（金）に修了式を迎え、本校の1年間の教育
活動が終了していきます。
3月3日（木）4日（金）は、公立高校の入試が行われました。3年生は、志願していた公立高
校を受検することができ、私立高校と併せ、これまでに予定していた入試日程を無事に終える
ことができました。生徒本人の健康管理のみならず、3年生保護者様をはじめ支えてくださっ
た皆様方のご協力のおかげで、人生の岐路に立っ山場を乗り切ることができました。本当にあ
りがとうございました。
本年度も、コロナ禍の
たことが当たり前にできず、

が制限されました。今まで当たり前のように行ってい
思いをし、生徒・保護者の皆様には、大変申し訳なく

思っております。コロナの状況、社会の情勢を踏まえ、愛鷹中ができる教育活動は何かを見つ
め直し、時には短く時には長いスパンで考え、ベストというより最良の判断ができるようにし
ました。生徒が安心・安全に、学校に登校でき、仲間と楽しく学習し、共に笑い、共に泣くこ
とができることを第一としたため、時には強い憤りを感じたこともあったかと思います。健康
を害さなければ、コロナの影響を受けることなく生活ができるようになった時、また明るく晴
れやかな活動ができると信じ、計画を組み替えてきました。
コロナに対する危機意識が高い全校生徒、献身的なご協力を賜った保護者の皆様のおかげで、
1年間を終えられることに、深く感謝しております。誠にありがとうございました。

7年生爪造廊康彦虎蜜から学ぶ』・．・‥，　‖　‥．　日，
3月3日（木）、1年生の「進路講話先輩から学ぶ」を行いました。
3年生の代表生徒3名が、自分自身の経験をもとに『中学校生活の中で、
自分の進む道につい考え、学んできたこと』について話をしました。残り
僅かな日数で高校に進学する上級生の話は、1年生にとって大変説得力の
あるもので、聴く1年生にも、話す3年生にも貴重な時間となりました。
受講した1年生の感想の中から、2点掲載します。
・自分のペースで基礎を固め将来を見すえて勉強する、日頃から勉強して自分のスタイルを作っていく

ことが大切だと感じました。今から勉強を積み重ねていくことが本当に大事だと改めて分かりました。
自分は勉強する習慣を上手くつけられていないので、今日からでも、自分のやり方を見つけるために
行っていきたいと思います。将来の夢を見つけることは大切で、そのために自分のやりたいこと、向
いていることを見つけていきたいです。今からたくさんのことを積み重ね、2年後、自分の行きたい
高校に行けるように日々の生活を大切に過ごしていきたいです。
・先輩達が毎日行っていること、やっておいた方が良いことを沢山教えてくれてありがとうございまし

た。「行ける高校」ではなく、「行きたい高校」を決めて、その高校に行けるように毎日こつこつと勉
強する習慣をつけて行きたいと思います。これから春休みで、勉強するよい機会なので、苦手を見つ
け出し、そこを改善しながら1年生全体の復習をしていきます。私は、将来の夢はふわふわした感じ
で止まっているので、教えてくれた通りに自分の長所・短所を見つけ出し、自分に合った高校に向け
て全力を尽くしていきたいと思います。貴重なお話、ありがとうございました。

◆3年生を磨る会一一一▲‥十…l一　一一ト、・一・‥・・　－1－　－－1－－－－－1才l　一・・一・
3月10日（木）に、1・2年生の企画で3年生を送る会を
実施しました。今の状況下でできることをと、下級生は当
日ぎりぎりまで幾つかのパターンの準備を進めてきまし
た。スライドや動画、お祝いメッセージの他にも、感謝の
気持ちを伝えようと考えた企画に、3年生は大喜びでした。
温かな互いの交流は、心と心が通じ合う瞬間となりました。

彗－‾’享声、こ≡至、鶉ぎ

＠表彰　　　　　　　　　　　　　→√′＼
〇第9回静岡県親守詩コンクール優秀賞　1年生女子
○令和3年度静岡県読書感想文コンクール入選　3年生男子　2年生女子
○沼津市選挙管理委員会明るい選挙啓発習字作品展銀賞　3年生女子　1年生男子
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